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先端地震防災
研究棟

新しい価値創造の場を目指して

東日本大震災以来、地震への関心は広く社会全体で共有されており、安

全・安心な社会基盤の実現は、われわれ建築に関わるものすべての使命で

ある。先端地震防災研究棟は、大型振動台（愛称E-Beetle）と、大振幅振

動台（愛称E-Spider）という2台の振動台を収容する実験施設である。

E-Beetleの加振台は縦・横7mの大きさで、再現可能な揺れの加速度と変位

は2.7G（水平，35t搭載時）／±80㎝（水平）であり、世界中のあらゆる

地震の揺れが再現可能である。E-Spiderの加振台は縦・横4mの大きさであ

り、最大振幅±150㎝（水平）の長周期地震動を再現することができる。

これらの振動台を活用し、構造部材はもとより、東日本大震災で多くの被

害が報告された仕上げ材や設備の終局破壊プロセスを検証することによ

り、より高度な地震防災技術の開発が可能となる。

技術研究所の中央には、創造の余地としての緑豊かなビオトープがあり、

先端地震防災研究棟はこの緑に溶け込むように計画したふたつの振動台を

ビオトープに面して並列配置し、透明性の高い開放的な建築構成とするこ

とで、社会に開かれた。“技術のショールーム”を目指すと共に、自然を

享受できる心地よい空間を実現した。

大スパン架構と床上下振動低減

実験室からビオトープへと視線が抜ける

よう、大スパン架構としている。スパン

が大きいことによる床の上下振動に対し

ては、回転式貫性質量ダンパーを張弦梁

形式で設けることにより、振動を低減さ

せている。

壁面緑化ユニット

ビオトープに面して建設するに

あたり、野鳥への配慮のため、

低層部に壁面緑化を実施した。

簡易に実現することができるよ

う、培土や潅水システムを組み

込んだフレーム型のユニットを

作成した。

昼光利用

振動実験による試験体を高精

度に計測するため、最新鋭の

モーションキャプチャーが使

用される。

センサーに影響を与えない範

囲で、室内に自然光を最大限

取り入れるためシミュレー

ションを実施し、最適なガラ

スの透過率を設定した。

□シミュレーション条件 東京全天空照度累積出現率(8:00～18:00)

・昼光条件

・反射率

・計算面

全天空照度 15,000lx

天井 10%,壁10%,70%,床10%

床面

1階机上面照度分布図

最大照度170lx
平均照度 80lx

室内輝度分布図

室内照度分布図

累積出現率50%は15,000lx


